
の一斉一斉

クリー
ンアッ

プ
クリー

ンアッ
プ

44月月1717日日日

　ごみが目立ち始める雪解けの時期。

　自宅周り、地区や町内の会館周り、沿道、

側溝、桧木内川堤（角館地区）などのごみ拾い

にご協力をお願いします。

▶  集め方／「燃えるごみ」と「燃えないごみ」を別々のご

み袋に集め、地区・町内のごみ集積所に出してくださ

い。使用する袋は市指定のごみ袋のほか、スーパーの

レジ袋でも可能ですが、使用する袋には必ず「クリー

ンアップ（○○町内）」と「燃えるごみ」または「燃えな

いごみ」のどちらかを大きく書いてください。ただし、

肥料袋は使用しないでください。

▶  収集方法／次の日から通常のごみ収集とあわせて随時

行います（ごみの収集曜日の関係で、「燃えないごみ」

の収集が遅くなる地区もありますがご了承願います）。

※�平日の 8:30 ～ 16:30 までであれば「燃えるごみ」は北部ごみ

処理センター、「燃えないごみ」は各地区の一般廃棄物最終処

分場へ直接搬入することもできます。その際は、必ずクリー

ンアップのごみとお伝えください。

※�当日、実施できない場合は、地区の事情に合わせて実施する

ことも可能ですが、必ずご連絡をお願いします。

※�家電や粗大ごみを発見した場合はご連絡をお願いします。

※�作業中の事故には十分ご注意ください。

午前午前66時～時～

春春

問合せ ▶ 市民生活課　☎43-3308

　
東
北
電
力
㈱
が
募
集
し
た
東
北

６
県
お
よ
び
新
潟
県
の
中
学
生
を

対
象
に
し
た
「
第
47
回
中
学
生
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
鈴

木
亜
緒
依
さ
ん
（
生
保
内
中
学
校

１
年
）
が
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
次
代
を
担
う

中
学
生
に
作
文
を
通
じ
て
自
分
の

将
来
や
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
い
、
未
来
を
見
つ
め
る

新
鮮
な
目
と
感
動
す
る
心
を
失
わ

ず
、
心
豊
か
に
成
長
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

東
北
電
力
株
式
会
社 

第
47
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

鈴
木
亜
緒
依
さ
ん
が
秀
賞
を
受
賞

　
４
３
２
校
か
ら
１
万
２
４
４
８

人
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
１

編
、
優
秀
賞
６
編
、
秀
賞
14
編

の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
た
同
コ
ン

ク
ー
ル
。
鈴
木
さ
ん
は
、
３
月
７

日
に
教
育
長
へ
受
賞
の
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
課
題
に
挑
戦
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
鈴
木
さ
ん
。「
応
募
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
中
で
選
ば
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
将
来
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
「
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
美

術
部
に
所
属
し
て
い
る
の
で

絵
を
も
っ
と
上
手
に
描
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
入

賞
し
た
作
品
は
東
北
電
力
㈱

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

sakukon.tohoku-epco.
co

.jp
/sakub

un4
7

/
sum

m
ary.htm

l

）
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

秀
賞
を
受
賞
し
た
鈴
木
亜
緒
依
さ
ん
。

　

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
佐
々
木
健
会
長
）

が
主
催
す
る
「
令
和
３
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
残
し
た
24
個
人
、
２
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】
※
敬
称
略
・（ 

）は
競
技
種
目

▼ 

特
別
賞

特
別
賞  

佐
藤
彩
乃
（
カ
ヌ
ー
）

▼ 

普
及
振
興
賞

普
及
振
興
賞  

髙
根
貞
緒
（
陸
上
競
技
）

▼ 

栄
光
賞

栄
光
賞  

石
塚
蒼
大
（
陸
上
競
技
）
／
柏
谷

星
来
（
同
）
／
澤
山
輝
和
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

／
橋
本
諒
（
水
泳
）
／
羽
崎
妙
子
（
同
）
／

門
脇
博
英
（
ス
キ
ー
）
／
阿
部
晃
之
（
弓
道
）

／
藤
田
純
葵
（
同
）

▼ 

奨
励
賞

奨
励
賞  

戸
堀
誉
悠
（
柔
道
）
／
木
元
晴
樹

（
水
泳
）
／
澤
山
心
咲
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
／

小
松
大
斗
（
ダ
ン
ス
）
／
菊
地
蓮
（
フ
ラ
ダ

ン
ス
）
／
加
藤
穂
華
（
水
泳
）
／
水
平
譲
翔

（
同
）／
菊
地
心（
同
）／
佐
藤
亜
耶
希（
柔
道
）

／
新
田
淳
仁（
空
手
）／
湯
澤
蓮（
同
）／
佐
々

木
雄
（
同
）
／
湯
澤
慶
太
郎
（
同
）
／
柴
田

優
星
（
野
球
）

▼ 

団
体
栄
光
賞

団
体
栄
光
賞  

角
館
高
校
定
時
制
男
子
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）《
大
山
陸
・
佐

藤
佑
也
・
金
谷
慎
吾
・
武
藤
佑
河
・
伊
藤
来
》

／
角
館
高
校
定
時
制
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）《
髙
橋
郁
佳
・
佐
藤
沙
耶
・

安
藤
双
葉
・
畠
山
咲
来
・
藤
原
夢
香
》

令
和
３
年
度

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
日
々
、
消
防
団
と
し
て
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
地

道
な
努
力
と
研
さ
ん
を
積
ん
で
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、

次
の
方
々
が
消
防
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
15
日
に
田
沢
湖
庁
舎
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
田
口

市
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
敬
称
略

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

▼ 

永
年
勤
続
功
労
章

永
年
勤
続
功
労
章 

　
本
部
部
長
／
櫻
田
英
喜

　
第
４
分
団
（
神
代
地
区
）
分
団
長
／
戸
村
純
厚

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼ 

精
績
章

精
績
章 

　
第
９
分
団
（
角
館
地
区
）
分
団
長
／
石
郷
岡
秀
雄

左から櫻田英喜さん、戸村純厚さん、石郷岡秀雄さん。

令和 3 年度 消防功労者表彰

　
昨
年
の
12
月
16
日
～
19
日
に
品

川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
民
謡
民
舞
全
国
大

会
（
公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協

会
主
催
）
で
、
最
高
賞
の
内
閣
総

理
大
臣
賞
に
輝
い
た
田
沢
湖
生
保

内
出
身
の
浅
野
沙
樹
さ
ん
。
3
月

10
日
に
市
長
へ
報
告
に
訪
れ
、
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
内
閣
総
理
大
臣
賞

争
奪
戦
に
は
、
各
県
の
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
１
０
２
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
浅
野
さ
ん
が
勝
負
に
挑
ん

だ
曲
は
初
代
・
浅
野
梅
若
さ
ん
が

作
っ
た
曲
で
、
所
属
し
て
い
る
梅

若
会
で
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

い
う
「
秋
田
荷
方
節
」
で
し
た
。

「
秋
田
荷
方
節
は
姉
弟
子
の
江
里
子

姉
さ
ん
が
以
前
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
と
き
の
曲
で
も

あ
り
、
江
里
子
姉
さ
ん
み
た
い
に

唄
い
た
い
と
い
う
憧
れ
も
あ
っ
た
」

と
話
す
浅
野
さ
ん
。
思
い
入
れ
の

あ
る
曲
を
選
ん
だ
浅
野
さ
ん
は
、

明
る
く
も
力
強
く
、
の
び
や
か
な

声
で
唄
い
上
げ
見
事
１
０
２
人
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
浅
野
さ
ん
は
、
４
歳
か
ら
田
沢

湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

て
い
た
民
謡
教
室
に
通
い
、
中
学

２
年
生
に
は
民
謡
民
舞
少
年
少
女

全
国
大
会
で
優
勝
し
、
中
学
生
日

本
一
に
。
高
校
１
年
生
に
な
る
と
、

梅
若
会
・
２
代
目
浅
野
梅
若
さ
ん

の
も
と
で
通
い
弟
子
と
し
て
稽
古

を
積
み
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
内

弟
子
と
し
て
さ
ら
に
歌
声
に
磨
き

を
か
け
ま
し
た
。
現
在
は
６
年
間 内閣総理大臣賞に輝いた浅野沙樹さん。

浅野沙樹さんが
内閣総理大臣賞受賞

民謡民舞全国大会

の
内
弟
子
期
間
を
終
え
、
民
謡
歌

手
と
し
て
独
り
立
ち
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
向
け
て
の
練
習
に
つ
い

て
「
師
匠
に
お
稽
古
を
つ
け
て
も

ら
っ
た
り
も
す
る
が
、
舞
台
で
唄

わ
せ
て
も
ら
う
の
が
一
番
の
練
習
」

と
話
す
浅
野
さ
ん
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
練
習
の
場
で
も
あ
っ
た

舞
台
に
立
つ
機
会
が
激
減
し
ま
し

た
。「
唄
わ
せ
て
も
ら
う
機
会
も
少

な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
以
上
に

不
安
だ
っ
た
。
で
も
自
分
の
で
き

る
精
一
杯
の
唄
が
唄
え
た
ら
」
と

臨
ん
だ
大
会
。
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
瞬
間
は
夢
の
よ
う
で

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、「
他
県
の

民
謡
も
も
っ
と
勉
強
し
て
い
ろ
ん

な
曲
を
唄
い
た
い
し
、
い
ろ
ん
な

場
所
で
唄
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
こ
と
。
さ
ら
に
「
年
々
民
謡

を
や
る
子
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
若
い
子
た
ち
に
民
謡

の
よ
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
研
さ
ん
を
積
み
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
そ
の

唄
声
で
民
謡
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
、
次
世
代
へ
も
つ
な
い
で
い
く

浅
野
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

作品は
こちらから

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
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